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分析，第 3章はそれの理論的な分析である。第 4章は第 2章・第 3章の考察からの結論をまとめ，これから
の研究の展望を述べている。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　社会進化論的モデルで，協力的行動を分析した先行研究は数多くある。しかし，その多くは 2人の協力を
対象にした研究である。本論文はそれを n人からなる場合に拡張して，その場合の協力行動の発生を詳細に
374
分析している。特に，シミュレーション分析は詳細であり，評価に値する。
　本論文は，専門学術誌において既発表あるいは発表予定の 5編の論文に基づいており，高く評価できる。
また，著者の学術的な研究・発表能力も高く評価する。
　よって，著者は博士（社会経済）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
